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①　
歳
～　
歳
の
被
保
険
者

７０

７４

で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
認
定
証
」
を
保
険
医
療

機
関
な
ど
に
提
示
す
る
と
、
高
額

な
保
険
診
療
に
お
け
る
支
払
い
の

自
己
負
担
限
度
額
と
入
院
時
に
支

払
う
食
事
代
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま

す
。②　

歳
未
満
の
被
保
険
者

７０
が
高
額
な
保
険
診
療
の 

支
払
い
を
す
る
場
合

　
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
申
し
込
み
資
格
な
ど
、
詳
し
く

は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
募
集
の
種
類・対
象
】
①
ポ
イ

ン
ト
方
式
（
家
族
向
け
の
み
）
②

単
身
者
向
け
・
単
身
者
用
車
い
す

使
用
者
向
け・シ
ル
バ
ー
ピ
ア（
単

身
者
向
け
・
二
人
世
帯
向
け
）
③

事
業
再
建
者
向
け
定
期
使
用
住
宅

　
【
募
集
案
内
配
布
期
間
・
場
所
】

土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
８
月
４
日

（
月
）
～　
日
（
火
）
に
、
都
市

１２

計
画
課（
市
役
所
５
階
）、上
の
原・

ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー（
各
連
絡
所・

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
①
②
の

み
配
布
）、都
庁
、都
内
各
市
区
役

所
・
町
村
役
場
、
東
京
都
住
宅
供

給
公
社
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

配
布
。
な
お
、
都
庁
第
一
本
庁
舎

　
都
で
は
受
験
生（
中
学
３
年
生・

高
校
３
年
生
）を
持
つ
世
帯
主（
生

計
中
心
者
）
に
対
し
、
学
習
塾
な

ど
の
費
用
や
受
験
費
用
に
つ
い
て

無
利
子
で
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

条
件
に
よ
り
、
返
済
も
免
除
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
【
事
業
の
内
容
】現
在
、中
学
３

年
生
・
高
校
３
年
生
お
よ
び　
歳
２０

未
満
の
中
学
校
・
高
校
既
卒
者
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合

格
者
な
ど
が
高
校
・
大
学
・
専
門

学
校
な
ど
に
入
学
す
る
た
め
の
受

験
料
と
学
習
塾
な
ど
の
費
用
を
貸

し
付
け
ま
す

　
【
貸
付
限
度
額
】受
験
料
貸
付
金

＝
中
学
３
年
生
が
２
万
７
４
０
０

円
、
高
校
３
年
生
な
ど
が　
万
５

１０

０
０
０
円
▼
学
習
塾
等
貸
付
金
＝

中
学
３
年
生
お
よ
び
高
校
３
年
生

な
ど　
万
円

２０

　
【
利
用
で
き
る
方
】次
の
①
～
⑦

の
全
て
を
満
た
す
方
。

　
①
引
き
続
き
１
年
以
上
都
内
に

居
住
し
て
い
る
②　
歳
以
上
の
世

２０

帯
主
（
生
計
中
心
者
）
③
課
税
所

得
が　
万
円
以
下
ま
た
は
総
収
入

６０

が
２
６
０
万
円
以
下
（
１
人
扶
養

医
療
費
が
高
額
に 

な
っ
た
と
き
は

　
１
カ
月
に
保
険
医
療
機
関
な
ど

で
掛
か
っ
た
医
療
費
が
算
定
基
準

額
を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超
え

た
額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
該
当
し
た
方
に
は
、
医
療
の
３

カ
月
半
以
降
に
高
額
療
養
費
支
給

の
お
知
ら
せ
と
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

被
保
険
者
証
と
領
収
書
を
添
え
て
、

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

（
市
役
所
１
階
）
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
な
ど
へ
の
医
療
費
支

払
い
済
み
の
確
認
は
原
則
、
領
収

書
で
行
い
ま
す
の
で
、
医
療
費
の

領
収
書
は
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

急
な
病
気
で
病
院
に 

か
か
っ
た
と
き
は

　
出
先
で
急
に
具
合
が
悪
く
な
る

な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
被

保
険
者
証
を
提
示
せ
ず
に
医
療
を

受
け
た
と
き
は
、
世
帯
主
か
ら
の

申
請
に
よ
っ
て
、
後
か
ら
保
険
給

付
の
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

必
ず
保
険
治
療
で
あ
る
こ
と
を
病

院
な
ど
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
審
査
の
た
め
払
い
戻
し
に

は
３
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　
【
手
続
き
方
法
】次
の
①
～
⑤
に

該
当
す
る
必
要
な
書
類
を
持
参
の

上
、
同
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
被
保
険
者
証
を
提
示
せ
ず
に

病
院
な
ど
に
か
か
っ
た
と
き
＝
診

療
報
酬
明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）、領

収
書
（
原
本
）、
被
保
険
者
証
、
世

帯
主
名
義
口
座
番
号
、
認
め
印
②

柔
道
整
復
師
の
施
術
料
＝
治
療
明

細
書
、
領
収
書
（
原
本
）、
被
保
険

者
証
、
世
帯
主
名
義
口
座
番
号
、

認
め
印
。
た
だ
し
、
支
払
い
委
任

を
し
て
い
る
と
き
は
柔
道
整
復
師

か
ら
の
請
求
③
医
師
が
認
め
た
、

は
り
、 
灸 
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
＝

き
ゅ
う

医
師
の
同
意
書
、
領
収
書
（
原
本
）、

被
保
険
者
証
、
世
帯
主
名
義
口
座

番
号
、
認
め
印
。
た
だ
し
、
支
払

い
委
任
し
て
い
る
と
き
は
、
施
術

者
か
ら
の
請
求
④
治
療
用
装
具

限
度
額
適
用
認
定
証
と

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
交
付
し
ま
す

都
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

高
額
療
養
費
な
ど
国
民
健
康
保
険
か
ら

給
付
さ
れ
る
医
療
費

　
こ
の
「
認
定
証
」
を
保
険
医
療

機
関
な
ど
に
提
示
す
る
と
、
高
額

な
保
険
診
療
に
お
け
る
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、前
記
①
②
の「
認
定
証
」

は
、
前
年
の
収
入
状
況
に
よ
っ
て

変
更
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年

８
月
１
日
を
基
準
に
限
度
額
を
判

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

長
期
入
院
の
場
合

　
過
去　
カ
月
の
入
院
日
数
が　

１２

９０

日
を
超
え
る
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
、
申
請
す
る
と
さ
ら
に
食

事
代
な
ど
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
手

続
き
の
際
に
入
院
日
数
を
確
認
で

き
る
領
収
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
　
【
手
続
き
方
法
】
被
保
険
者
証
、

認
め
印
を
持
参
の
上
、
保
険
年
金

課
国
保
年
金
資
格
係
（
市
役
所
１

階
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　
※
申
請
月
の
初
日
か
ら
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

年
２５

度
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月

　
日
で
す
。
継
続
し
て
認
定
証
を

３１必
要
と
す
る
方
は
８
月　
日（
金
）

２９

ま
で
に
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く

１
階
東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
、

同
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８

月
９
日
（
土
）・　
日
（
日
）
の
午

１０

前
９
時
半
～
午
後
５
時
も
配
布
。

③
は
前
記
の
他
、
東
京
都
中
小
企

業
振
興
公
社
、
各
支
社
で
も
配
布
。

全
て
の
申
込
書
な
ど
は
、
募
集
期

間
中
は
同
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://www.to-kousya.or.jp/

）

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

　
【
申
し
込
み
方
法
】
８
月　

日
１５

（
金
）
ま
で
に
（
必
着
）、
募
集
案

内
に
同
封
の
申
込
用
紙
・
封
筒
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
を

　
詳
し
く
は
同
公
社
募
集
セ
ン
タ

ー
（
①
②
は
配
布
期
間
中
は
☎
０

５
７
０
・
０
１
０
８
１
０
、
そ
れ

以
外
は
☎
０
３
・
３
４
９
８
・
８

８
９
４
）
へ
。

だ
さ
い
。

　
な
お
、　

歳
未
満
の
方
の
認
定

７０

証
は
、
高
額
療
養
費
の
見
直
し
に

伴
い　
年
１
月
１
日
か
ら
自
己
負

２７

担
限
度
額
が
変
更
さ
れ
る
予
定
で

す
。
そ
の
た
め
、
発
行
期
日
が　
２６

年
８
月
１
日
以
降
の
認
定
証
は
、

の
場
合
。
１
人
増
す
ご
と
に　
万
６０

円
加
算
）
④
預
貯
金
な
ど
の
保
有

資
産
が
６
０
０
万
円
以
下
⑤
土

地・建
物
を
所
有
し
て
い
な
い（
現

在
居
住
し
て
い
る
場
所
お
よ
び
不

動
産
所
得
を
得
て
い
な
い
土
地
・

建
物
を
除
く
）
⑥
生
活
保
護
受
給

世
帯
で
な
い
⑦
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
３
年
法
律
第　
号
）

７７

第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
で
な
い

　
※
そ
の
他
、
連
帯
保
証
人
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は　

年
１
月　

日

２７

３０

（
金
）
ま
で
に
、
福
祉
総
務
課

（
市
役
所
１
階
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
政
策
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
１
へ
。

　
市
で
は
、
勉
学
意
欲
が
あ
り
な

が
ら
、
経
済
的
事
情
に
よ
り
高
等

学
校
な
ど
へ
の
就
学
が
困
難
な
市

内
在
住
の
方
を
対
象
と
す
る
「
奨

学
資
金
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
６
月
中
旬
～
７
月
中
旬

に
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
は
、
次
の
理
由
に

よ
り
申
し
込
み
の
受
付
時
期
を
延

期
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
新
１
年
生
を
対
象

に
、
国
が
実
施
す
る
「
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
制
度
（
新
制
度
）」

と
、
都
が
実
施
す
る
「
高
校
生
等

奨
学
給
付
金
」
の
２
つ
の
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
奨
学
資

金
制
度
は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

同
種
の
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合

は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

同
種
の
給
付
制
度
で
あ
る
「
高
校

生
等
奨
学
給
付
金
」
の
給
付
審
査

を
都
が
実
施
し
た
後
に
、
受
け
付

け
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
市
の
奨
学
資
金
制
度
の
申
込
時

期
は
、
詳
細
が
決
定
次
第
、
改
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】市
の
制
度
の
給
付
認

定
に
当
た
っ
て
は
、
総
所
得
を
証

明
す
る
書
類
に
よ
り
経
済
的
状
況

を
判
断
す
る
と
と
も
に
、
学
業
成

績
に
よ
り
総
合
的
に
判
断
し
ま
す

の
で
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

　
詳
し
く
は
教
育
部
総
務
課
☎
４

７
０
・
７
７
７
５
へ
。

市
の
奨
学
資
金
制
度
（
給
付
）

市
の
奨
学
資
金
制
度
（
給
付
）
のの

申
込
時
期
の
延
期
に
つ
い

申
込
時
期
の
延
期
に
つ
い
てて

（
ギ
プ
ス
、
コ
ル
セ
ッ
ト
、
小
児

弱
視
治
療
用
眼
鏡
、
弾
性
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
な
ど
）
＝
医
師
の
診
断
書
、

領
収
書
（
原
本
）、
被
保
険
者
証
、

世
帯
主
名
義
口
座
番
号
、
認
め
印

⑤
海
外
療
養
費
＝
診
療
明
細
書

（
原
本
、
日
本
語
訳
）、
領
収
書

（
原
本
、日
本
語
訳
）、被
保
険
者

証
、
世
帯
主
名
義
口
座
番
号
、
認

め
印
　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
３
３
へ
。

有
効
期
限
を　
月　
日
ま
で
と
し

１２

３１

て
い
ま
す
。　

年
１
月
１
日
以
降

２７

の
認
定
証
は
、　

月
上
旬
に
送
付

１２

す
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
３
２
へ
。

　
「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
」
の
請
求
期
限
は
９

月　
日
（
火
）
で
す
（　
月
以
降

３０

１０

の
申
請
は
無
効
）。

　
【
対
象
】①
平
成　
年
４
月
２
日

１５

～　
年
４
月
１
日
に
新
た
に
戦
傷

２３
病
者
な
ど
の
妻
に
な
っ
た
方
②
平

成　
年
４
月
１
日
～　
年
９
月　

１５

１８

３０

日
に
一
般
の
け
が
や
病
気
で
死
亡

し
た
戦
傷
病
者
な
ど
の
妻

　
詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
福
祉
政

策
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
１
ま
た

は
都
福
祉
保
健
局
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※月の途中で７５歳を迎えた方と、被保険者が後期高齢者医療制度に移行することにより国民健康保
険に加入する被用者保険および国民健康保険組合の被扶養者は、当該月の自己負担限度額を表１
の金額のそれぞれ半額で計算します。
注）１　同一世帯に課税所得が１４５万円以上の７０歳〜７４歳の国保被保険者がいる方。ただし、７０歳〜

７４歳の国保被保険者および特定同一世帯所属者（国民健康保険から後期高齢者医療制度に移
行した方）の収入の合計が、２人以上の場合は５２０万円未満、１人の場合は３８３万円未満であ
ると申請した場合は、「一般」の区分になります

注）２　同一世帯の被保険者全員および世帯主（擬制世帯主を含む）が住民税非課税の場合
注）３　注）２の要件を満たし、かつ、その世帯の所得が一定の基準以下（年金収入で８０万円以下、

他の所得なし）の場合
注）４　過去１２カ月に３回以上高額療養費の支給を受けた場合、４回目以降は４４，４００円となります
注）５　上位所得者とは基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯
注）６　過去１２カ月に３回以上高額療養費の支給を受けた場合の４回目以降の額

表１　国民健康保険における高額療養費の自己負担限度額（月額）
Ｃ　国保世帯全体70歳以上の方（後期高齢者医療制度の対象者を除く）

注）６　
４回目以降３回目までＢ

世帯単位（入院含む）
Ａ

個人単位（外来）
８３，４００円１５０，０００円＋（医療費

－５００，０００円）×１％
注）５
上位所得者注）４

８０，１００円＋（医療費
－２６７，０００円）×１％

４４，４００円注）１
現役並み所得者 ４４，４００円８０，１００円＋（医療費

－２６７，０００円）×１％一　般

８３，４００円１５０，０００円＋（医療費
－５００，０００円）×１％

注）５
上位所得者４４，４００円１２，０００円一　般

４４，４００円８０，１００円＋（医療費
－２６７，０００円）×１％一　般

２４，６００円３５，４００円
住 民 税
非 課 税
世 帯

２４，６００円８，０００円
注）２
住民税非課税
世帯（Ⅱ）

１５，０００円８，０００円
注）３
住民税非課税
世帯（Ⅰ）

　1カ月に医療機関へ支払った自己負担額が基準額を超過したときは、その超えた額が高額療養費
として返還されます。計算方法は以下の通りです。
　同じ月内の自己負担額を合算し、世帯単位で自己負担限度額（表１参照）を適用します。
　７０歳以上の方と７０歳未満の方に分け、７０歳以上の方の外来は、まず個人単位で外来の自己負
担額を適用し、その後で入院の自己負担限度額を合算します。

70歳未満の方（入院・外来）

70歳以上の方

個人単位
（外来）

世帯単位（入院含む）

世帯全体
世帯単位

個人単位
（外来）

合計Ａ円まで

合計Ａ円まで 合計Ｂ円まで

合計Ｃ円まで

21,000円以上が対象自己負担額

図１　国民健康保険の高額療養費計算方法（Ａ、Ｂ、Ｃの額は表１参照）
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